
北海道環境⽣活部
ゼロカーボン推進局
ゼロカーボン戦略課

ゼロカーボン推進係⻑

名畑 太智

ZERO Carbon Hokkaido
〜ゼロカーボン北海道の実現に向けて〜
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道内の温度変化
● なにも対策をしなければ、100年後は５℃上昇する予測
● 北海道は沖縄より暑くなる⾒込み

「2100年 未来の天気予報」（環境省HPより）
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気候変動による道内への影響

持続可能な未来のため、脱炭素社会を目指す︕ 3



道内の温室効果ガス排出の特徴
 部門別の⼆酸化炭素排出量では、全国と比べ、⺠⽣（家庭）部門及び運輸部門の割合が高く、

⺠⽣（業務）部門の割合が低い
 一人当たりの温室効果ガス排出量は全国に比べ約1.3倍
 積雪寒冷により冬季の灯油等の使⽤量が多いことや、広域分散型で⾃動⾞への依存度が⾼いと

いう地域特性

区 分 北 海 道 全 国

温室効果ガス排出量 ７，２８９万t-CO2 １２９，２００万t-CO2

一人当たり １３．７ t-CO2／人 １０．２ t-CO2／人
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 めざす姿︓2050年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロとする
「ゼロカーボン北海道」の実現

 2030年度目標︓2013年度⽐で３５％ 削減（2,551万ｔ-CO2）

削減量

1,794

吸収量

757

万t-CO2

※ 基準年は、森林等による吸収量を含んでいない排出量の実績。

2,551万t-CO2

35%削減

主要部門 削減率
産 業 ▲２３％

業務その他 ▲２９％
家 庭 ▲３６％
運 輸 ▲２２％

吸収源 吸収量
森林吸収源対策 480万t-CO2

農地土壌対策 261万t-CO2

都市緑化の推進 16万t-CO2

北海道地球温暖化対策推進計画の目標



北海道の特性

■ 本道の再エネポテンシャル

積雪寒冷な気候積雪寒冷な気候 暖房用の灯油使用量増暖房用の灯油使用量増

広域分散型の社会 移動に伴うガソリンの使用量増移動に伴うガソリンの使用量増

※「再生可能エネルギー情報提供システム（REPOS)（1.0版）2020年12⽉修正版」（環境省）による。

太陽光発電
導入ポテンシャル

全国１位

中⼩⽔⼒発電
導入ポテンシャル

全国１位

風⼒発電
導入ポテンシャル

全国１位

バイオマス産業都市の数
（36市町村）

全国１位

地熱発電
導入ポテンシャル

全国３位

こうした特性を踏まえ、「脱炭素」を地域の活性化につなげることが重要

■ 本道の地域特性

■ 本道の強み（道総合計画より）

魅力となる雪や寒さ魅力となる雪や寒さ

地理的優位性地理的優位性

優れた技術優れた技術

自然環境・水資源と森林自然環境・水資源と森林

高い食料供給力高い食料供給力

多様性に富む地域多様性に富む地域

独自の歴史・文化独自の歴史・文化

多様なエネルギー源多様なエネルギー源



これからの気候変動対策

● これまでの「我慢の温暖化対策」からの脱却
● 気候変動対策が、生活の質の向上に繋がるものとして進めることが重要

データ出展：World Wide View on Climate and Energy 世界市民会議「気候変動とエネルギー」開催報告書 7



地域の注目される取組
⿅追町

【しかおい自営線ネットワーク事業】
役場周辺の公共施設（9施設）を⾃営線で結んだ
「⾃営線ネットワーク」を整備し、
・ 再 エ ネ 由 来 電 気 を 1 0 0 % 使 い 切 る シ ス テ ム の 構 築
・ 複 数 施 設 で の 「 環 境 ・ 防 災 ・ 経 済 」 効 果 の 向 上
・ F I T 後 の バ イ オ ガ ス プ ラ ン ト 由 来 電 気 の 受 け 皿 の

た め の 効 率 的 電 気 使 ⽤
に取組み、公共施設等における先進的な温室効果ガス排出削減
対策モデルを構築

事業対象施設

「 脱炭素 × 防災 」



地域の注目される取組
上士幌町

【畜産バイオマスを核とした資源循環・エネルギー地産地消のまちづくり構想】
畜産業から⽇々産出される家畜糞尿を主体とした「バイオマスエネルギー」を活⽤し、
・ バ イ オ ガ ス プ ラ ン ト と バ イ オ ガ ス 発 電 に よ る 再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギ ー の 産 出
・ 地 域 エ ネ ル ギ ー 会 社 に よ る エ ネ ル ギ ー の 地 産 地 消
・ 畜 産 版 エ ネ ル ギ ー マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 構 築
・ 新 産 業 と 雇 ⽤ の 創 出
を推進し、資源の地域内循環によるまちづくりを目指す。

バイオガスプラント

FITで北電へ売電
北ガスの需給調整

観光地域商社

「㈱karch」が、

「かみしほろ電力」

として電力を小売

(H30.10小売電気事業者登録)

電⼒供給

事業所

公共施設・農協

酪農畜産農家

町内一般家庭

H31.2
〜

R1.5〜

R1.12
〜

R1.5〜
400件以上の契約件数

酪農畜産農家

ビニールハウス園芸

事業内容
〇施設運営

・ナイタイ⾼原牧場レストハウス
・道の駅

〇観光振興
・プロモーション、イベント開催、商品開発、DMO機能

〇電⼒⼩売事業

電気

ガス

家畜
糞尿

地域課題（家畜ふん尿の悪臭）の解決と脱炭素の同時達成 ＋ 地域の活性化



北海道の取組（計画・組織など）
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○「北海道地球温暖化対策計画」の⾒直し

○「北海道地球温暖化防⽌対策条例」の⾒直し

○「道の事務・事業に関する実⾏計画」
→ 目標︓2030年度までに50％削減

○「ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ北海道推進協議会」の設⽴

○「ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ推進監」、「ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ推進局」を新設

○ 振興局に「ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ推進室」を設置

● 国の骨太の方針に「ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ北海道」が明記



北海道の取組（主な事業）
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○ 脱炭素モデル地域構築調査検討事業
○ ⾏動変容促進事業
○ 太陽光パネル・蓄電池システム共同購入事業
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ご静聴ありがとうございました。


